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思考 は 自然 に 使用 され て いる ツー ル で ある た め 、 ほ と ん どの 場合 、 当 然 の こと と 考え ら 
れる 。 ご どく まれ に 、 こ の ツー ル を 使用 し 、 思 考 自身 の 性 質 と メカ ニズム に つい て 「 何 
を | 、「 ど の よう に | 、「 な ぜ ] と いう 質問 を する 。 | 知性 は どこ か ら 来 た の か 」 、 
「 意 識 と は 正確 に は 何 な の か 」 、「 な ぜ 私 は 質問 を する の か 」 な ど 、 そ の よう な 根本 的 
な こと を 考え る 。 「 マ イン ドス ポン ジ 理 論 ] (Mindsponge Theory) と いう 本 は 、 読 者 
が 自分 の マイ ンド に 深く 入り 、 こ れ ら の 妙 な 問題 の 答え を 見 つけ る 招待 で ある 。 刀 は そ 
れ 自 体 を 切る こと は で き な い が 、 ど の よう に 世界 と 相互 作用 する か の 証拠 は 調査 可能 。 
この 本 で は 、 自 然 な 好奇 心 と 厳密 な 科学 的 方 法 に より 、 読 者 は 最も 基本 的 な 人 間 の カカ で 
ある 「 思 考 ] の 探求 者 に な る 。 


「 マ イン ドス ポン ジ 理 論 」 と いう 本 は 、 生 物 圏 の すべ て の 「 マ イン ド 」 (シス テム ) が 
「 環 境 」 ( 他 の 外部 シス テム ) と 相互 作用 する た め に 使用 する 情報 処理 メカ ニズム に つ 
いて の 新しい 体系 的 な フレ ー ム ワー ク を 提示 し て いる [1]。「 マ イン ドス ポン ジ 」 と い 
う 用 語 は 、 ス ポン ジ どの よう に マイ ンド が 不適 切な 価値 を 絞り 出し 、 コ アバ リュ ー (基本 
的 価値 観 ) と 適合 性 の ある 新しい 価値 を 吸収 する 比較 で ある 。 当初 、 こ の フレ ー ム ワー 
ク は 、 グ ロー バル な 考え 方 と 文化 変容 プロ セス を 研究 する た め に 開発 され た [2]。 さ ら 
な る 概念 の 発展 と 適用 範囲 の 拡大 に より 、 マ イン ドス ポン ジ は 様々 な 心理 社会 的 研究 に 
お いて 効果 的 な 理論 的 基盤 に な っ た 。 特に 、 マ イン ドス ポン ジ 理 論 は 3 冊 の 本 に 使用 さ 
れ た : 自爆 攻撃 の 心理 宗教 釣 メ カニ ズム の 調査 [3]、 創 造 的 思考 に お ける セレ ン デ ィ ビ ピ 


ティ の 情報 処理 メカ ニズム [4]、 お よび ベイ ジア ン ・ マ イン ドス ポン ジ ・ フ レー ム ワ ー 
ク (BMF) と いう 人 文 社会 科学 の 研究 方 法 [5]。 情 報 シ ステ ム の 更新 性 の よう に 、 マ イ 
ンド スポ ンジ 理論 も 発展 され 続け て いる 。 し た が っ て 、 「 マ イン ドス ポン ジ 理 論 」 の 本 
は 、 以 前 の マイ ンド スポ ンジ 出版 物 の より アッ プ グ レー ド 版 で ある だ け で な く 、 思 考 科 
学 の 新鮮 な 風 で ある 。 
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自然 科学 、 特 に 進化 生物 学 と 神経 科学 か ら の 証拠 を 使用 し 、 情 報 処 理 の 理論 的 基盤 が 確 
立 さ れ 、 一 貫 し て 強化 され た : 基本 的 な 生化 学 反応 か ら 遺 伝 物 質 ま で 、 本 能 か ら 復 雑 な 


認識 まで 。 シ ステ ム が 情報 圏 (環境 ) に 適応 する パタ ー ン は 、 空 間 と 時 間 の さま ざま な 
範囲 で 観察 可能 : 例え ば 、 細 胞 の 舌 力 、 乳 児 か ら 成人 まで の 脳 の 発達 、 人 間 社 会 と その 


歴史 、 地 球 の 生物 団 進 化 史 。 人 間 の 思考 メカ ニズム は 、 客 観 的 な 宇宙 の 原則 と 同様 に 自 
然 で も り 、 そ れ が 偉大 な 思考 (科学 的 発見 、 芸 術 、 哲 学 、 知 恵 な ど ) を さら に 買 重 な も 
の に する 。 


情報 収集 兼 処 理 シ ステ ム と し て 、 マ イン ド は 周辺 環境 で 利用 可能 な 情報 を フィ ル タ リ ン 
グ す る こと に よっ て 成長 する 。 こ の 機能 は 様々 な 表現 の レベ ル が ある : 基本 的 な シス テ 
ム (例え ば 、 ペ トリ 皿 の 中 の アメ ー バ ) と 複雑 な シス テム (例え ば 、 人 間 の 神経 可 明 性 
[6]、 ア イデ ン テ ィ テ ィ シ フト [7]、 ま た は 極端 行動 の 観念 [3]1) 。 す べ て の フィ ル タ 
リン グ プロ セス は 、 費 用 便益 判断 [1.5] を 使用 し 、 そ の 主観 性 と 客観 任 の レベ ル は 、 シ 
ステ ム に 関す る 観察 者 の 相対 的 視点 に よっ て 決定 され る [8]。 受け入れ られ た 価値 ( 情 
報 ) は 、 将 来 の プロ セス の 入力 に な る 。 シス テム は 、 絶 え ず 変化 する 環境 に 適応 する た 
め に 自身 を 更新 し 続け る 。 こ の 動 的 な プロ セス は 、 生 物 シ ステ ム の 「 慣 性 」 と いう 特徴 
で ある 。 人 間 に と っ て 、 そ れ は 単なる 生物 学 的 存在 の 延長 を 超え 、 レ ガ シ ー (遺産 ) の 
こと で ある 。 こ の 本 は 明らか に 、 そ れ ぞ れ の 状況 で マイ ンド が どの よう に 機能 する か に 
つい て 詳細 を 提供 する こと は で き な い が 、 人 間 の 欲望 と 目的 に 関す る 重要 な 質問 を 読 

の マイ ンド に 提示 する 。 


この 本 の 内 容 と 本 質 は 非常 に 概念 的 で 哲学 的 で ある 。 し か し 、 実 際 の 研究 に お ける 理論 
の 高い 適用 性 は 、BMF [5] を 使用 し た 3 つの マイ ンド スポ ンジ に 基づく 定量 分 析 で 実証 
され た 。 マ イン ドス ポン ジ 理 論 は 若手 研究 者 (ECR) に 役立つ 。 特 に 発展 途上 国 で は 、 
ECR は 研究 を 実施 する た め の リ ソー ス と 専門 的 な 経験 が 限ら れ て お り 、「 出 版 か 死 か 」 
(publish or perish) の 学術 文化 に お ける 彼ら の 闘争 を さら に 悪化 させ て いる [9-12]。 

学際 的 な 研究 が 現在 の 学界 の 傾向 で あり 、 マ イン ドス ポン ジ 理 諭 の 柔軟 性 に より 、 

ECR は 幅広 い ト ピッ ク と アプ ロー チ を 追求 で きる [13,14]。 


さら に 、 マ イン ドス ポン ジ 理 論 の 力 で 、ECR は 学際 的 な 研究 (特に 自然 科学 と 社会 科 
学 の 両方 を 含む 研究 ) 実施 する スキ ル と 自信 を 得る こと が で きる 。BMF は 実証 研究 の 
た め の マ イン ドス ポン ジ に 基づく 研究 方 法 で ある [5]|。 「 マ イン ドス ポン ジ 言 語 ]」 で は 、 
研究 が 認識 範囲 を 拡大 し 、 マ イン ド の 緩衝 地帯 を 強化 し 、 シ ステ ム の 情報 処理 能力 を ア 
ッ プ グレ ー ド する と と で ある 。 


好奇 心 と 創造 性 に より 、 人 間 の マイ ンド は その シス テム の 素晴らし い 思 考 メ カニ ズム を 
最大 限 に 活用 すべ き で あろ う 。 著 者 が 述べ た よう に 、 「 人 間 の 脳 の 高い 処理 能力 に より 、 
複数 の 表現 層 を 生成 する こと が で き 、 し た が っ て 、 新 し い 精 神 世界 を シミ ュ レ ー ト し 、 
その 上 で さら な る 情報 処理 を 行う こと が で きる 」 。 
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